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都市像のタイトルについて 
 

１ 第３回審議会でお示ししたタイトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの議論 

 ・現行案は高望みの感がある。 

・端的に示すべき。 

・（他都市の様に）行政目線のタイトルは今回の策定経緯を踏まえると不適。 

  ⇒ 前回に引き継ぎ、今回継続審議 

  
（参考：基本構想のキャッチコピー検討時の議論（審議会）） 
 ・キャッチコピーは必要ないと思う。神戸の魅力は多彩で一言で表現するのは難しい 
・神戸は非常に多彩なまち。今後そういう側面が大事になってくると思う。そう言う意味
では、私もキャッチコピーはつけなくても良いと思う。  

 

３ 変更案 

2035 年の神戸 

（ポイント） 

・現在の文章は市民の様々な想いが収斂された結果であるため、更に文章を収斂したタイトル設定は困難 

 ・これまで市民や関係者と共に“2035 年の神戸”をテーマに議論してきた事実を表現 

 自然も都会も、歴史も未来も、仕事も余暇も、安らぎも挑戦も・・・ 

～すべての望みに手が届くまち・神戸～ 

 

神戸空港や神戸港は、世界とつながる玄関口。そこには、絶えず人やモノ、情報が

集まり、多様な文化が行き交うことで、新たな風が吹く。 

都心には、おしゃれで心地よい雰囲気と、温かなもてなしの心があふれる。周辺に

広がる交通網によって、人と人の出会いと交流がうまれ、まちの魅力がさらに深まる。 

くらし息づく街では、個性豊かな駅を中心に、それぞれの理想のライフスタイルが

形となり、ゆとりある上質な時間が流れる。 

山から望めば、先人から受け継いだ農村や里山、豊かな自然が悠然と広がり、夜に

は世界に誇れる美しい夜景が幻想的に彩る。海に向かえば、汽笛や潮風に迎えられ、

ジャズを育んだ港町の歴史と文化芸術にふれながら、贅沢な時間に包まれる。食は、

自然の恵みと人に育まれ、いつでも人々の心を満たす。 

しごとや学びの場では、経験と新たな挑戦が融合し、未来を切り拓く力がみなぎる。  

街のいたるところで、異なる世代や多様な人々が集い、支え合い、こどもたちの笑

い声と皆の笑顔があふれ、まちのあたたかみが安らぎをもたらす。 

人々の暮らしは、困難を乗り越え、築いてきた、たくましい礎によって守られ、そ

れぞれの環境を思いやる行動が、次世代への安心を生み出す。 

そして、まちの誇りは、神戸を愛する人々の心によって育まれ、力強く次代に紡が

れていく。 

 

資料３ 
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（参考）他都市の計画タイトル事例 

 

 

（参考）前回審議会資料（一部改変） 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市 計画周期 タイトル 

福岡市 2025～2034 
住みたい、行きたい、働きたい 

アジアの交流拠点都市・福岡 

北九州市 2024～2040 

つながりと情熱の技術で、 

「一歩先の価値観を体現する」 

グローバル挑戦都市・北九州市 

名古屋市 2024～2040 
リニアがつなぐ巨大交通圏の中心で躍動する都市、 

誰もが幸せと希望を感じられる名古屋 

熊本市 2024～2031 上質な生活都市 

千葉市 2023～2033 
みんなが輝く 

都市と自然が織りなす・千葉市 

札幌市 2023～2030 
「ひと」「ゆき」「みどり」の織りなす輝きが、 

豊かな暮らしと価値観を創る、持続可能な世界都市・さっぽろ 

静岡市 2023～2030 「世界に輝く静岡」の実現 



3 

 

（参考）令和６年度第１回審議会議論抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）掲出イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


